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米国サンフェルナンド盆地におけるアレイ微動観測 

Array microtremor observation in San Fernaido valley, CA, USA 
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人口密集地である堆積盆地の地下構造，特にＳ波速度構造の推定を行うことは高精度強震動予測を達成するた

めに重要である．1994 年ノースリッジ地震を契機として，米国南カリフォルニアでは地盤構造情報をコンパイル
して詳細な地殻構造モデルを提案している．このような基盤形状などの情報が豊富なノースリッジ震源域のサン
フェルナンド盆地において，アレイ微動観測を行い，表層数ｋｍ程度までのＳ波速度構造の推定と，ノースリッジ
地震時の被害との関係を議論する． 
 
 
1994 年ノースリッジ地震や 1995 年兵庫県南部地震において，震源モデルと３次元地下構造モデルの組み合わせ

によって波動論に基づく強震動評価を行って，一般構造物の地震動被害に直結する周期１秒前後に近づく理論的な
強震動評価が行われるようになってきた．この強震動評価や，想定地震に対する強震動予測の精度を高めるために
は，それぞれのモデルの高精度化が必要である．このうち，特に人口密集地である都市が広がる堆積盆地，堆積平
野の物性，特にＳ波速度構造モデルを構築することが重要である． 
我々は 1994 年ノースリッジ地震後の 1995 年に地震被害が集中した震源域のサンフェルナンド盆地内とロサン

ゼルス盆地西部のサンタモニカ地域を中心としたアレイ微動観測により深さ数 km までのＳ波速度構造の推定を行
い，地震波増幅特性と地震波記録，地震被害との関係を議論した（例えば Kawase et al., 1998)．米国では地震
危険度解析の基礎資料として数多くのボーリングデータ，人工地震波探査結果，表層地質，自然地震トモグラフィ
結果をコンパイルして，ロサンゼルス盆地，サンフェルナンド盆地を含む南カリフォルニア地域の地殻速度構造の
リファレンスモデルが SCEC により構築されており（Magistrale et al., 2000），地下構造モデルを用いた強震動
シミュレーションが行われている（Graves et al., 2000; Olsen, 2000）が，モデル化は周期数秒までであり，一
般構造物の地震被害を議論するには既存の情報をもとにした詳細な地下構造，特にＳ波速度構造の構築が必要であ
る． 
今回我々は，1995 年に調査を行ったサンフェルナンド盆地において，Ｓ波速度構造を広域で推定することを目

的として，いくつかのアレイ微動観測を行った．調査地区は，同時アレイ観測として，(1)ノースリッジ地震時に
帯状被害が集中し，95 年時より後に，人工地震波調査等が行われて，リファレンスとする地下構造情報が増えた
シャーマンオークス地域，(2)既往の研究においても精査されておらず，また 1994 年の地震の際に比較的建物被害
のあったサンフェルナンド盆地北部のサンフェルナンド市域をとりあげ，(3)盆地全体の構造との対比を行うため
約 2km 間隔の単点観測，を行った．観測は 2000 年 11 月に行われた．データは一部の観測点を除いて良好に得られ
ている．同時アレイ観測は FK 法により解析されて Rayleigh 波の基本モード分散曲線のモデリング(Horike, 1985)
を，単点観測データは Satoh et al.(2001)によって提案されている H/V スペクトル比の Rayleigh 波理論基本モー
ド H/V によるモデリングを用いて，それぞれＳ波地下構造モデルが推定される． 
この研究は，特定領域研究(B)「日米共同研究による都市地震災害の軽減」計画研究 11209201 によってサポー

トされている． 


